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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

一
一
月
一
〇
日
に
国
府
津
支
部
と
国
府
津
駅
分

会
は
合
同
で
、
一
〇
月
一
日
付
け
で
国
労
に
加
入

し
た
鴨
宮
駅
（
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
の
佐

山
さ
ん
の
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

　

一
二
時
か
ら
平
塚
の
居
酒
屋
で
行
わ
れ
、
国
府

津
支
部
臼
井
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
日
常
業

務
の
中
で
信
頼
関
係
を
作
っ
て
国
労
加
入
に
繋
が

っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
神
奈
川
地
区
本

部
服
部
書
記
長
か
ら
は
、「
佐
山
さ
ん
の
加
入
が

1月末日地本必着です

大船支部
  

神奈川
地区本部

BBQ

BBQ

BBQ

BBQ

BBQ

一
〇
月
一
一
日
の
三
郷
駅
の
加
入
に
結
び
付
い

た
。
引
き
続
き
労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
組
織
拡

大
を
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

加
入
し
た
佐
山
さ
ん
か
ら
は
「
国
労
の
人
た
ち

は
仕
事
も
よ
く
知
っ
て
い
る
し
、
面
倒
見
も
い

い
。
人
間
味
、
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
歓
迎
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

東
京
地
本
小
澤
組
織
部
長
か
ら
は
、
組
合
員
証

と
国
労
バ
ッ
ジ

そ
し
て
、
全
国

の
仲
間
か
ら
の

檄
布
や
色
紙
を

渡
し
、
最
後
に

国
府
津
支
部
菊

池
執
行
委
員
の

一
本
締
め
で
、

更
な
る
組
織
拡

大
を
誓
い
つ
つ

歓
迎
会
を
終
了

し
た
。

ー
ビ
ス
低
下
の
実
態
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
遅

れ
の
状
況
、
自
動
改
札
や
自
動
精
算
機
の
数
が
少

な
く
故
障
時
に
心
配
、
な
ど
の
組
合
員
の
声
な
ど

が
出
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
佐
藤
議
長
か
ら
「
六
〇
代
で
や
っ
て
い

け
る
職
場
状
況
で
は
な
い
。
本
体
で
も
エ
ル
ダ
ー

で
も
管
理
者
か
ら
強
制
で
は
な
く
『
お
願
い
』
が

増
え
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
労
働
者
の
権
利
と
し
て
ど
う
な
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
か
ら
も
労
働
条
件
改
善
に
向
け
、
自
分

た
ち
の
目
で
確
認
し
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
こ

う
」
な
ど
の
ま
と
め
が
あ
り
交
流
会
を
終
了
し

た
。

　

東
京
地
本
青
年
部
と
青
年
対
策
委
員
会
は
一
〇

月
二
七
日
に
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

今
年
の
会
場
は
舎
人
公
園
で
、
さ
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の
も
と
、
一
一
時
に
組
合
員
の
家
族
も
含
め

三
〇
名
以
上
が
集
合
し
、
飲
ん
で
食
べ
て
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
き
た
。
一
〇
月
一
一
日
に

国
労
加
入
し
た
ば
か
り
の
三
郷
駅
の
安
本
さ
ん
も

参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

東
京
地
本
営
業
協
議
会
は
、
一
〇
月
二
九
日
に

第
二
回
の
線
区
別
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
一
〇
時
三
〇
分
に
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
駅
・
三
郷
駅
・
我
孫
子
駅
・
南
千
住
駅
の
四
班

に
分
か
れ
て
集
合
し
、
常
磐
線
・
武
蔵
野
線
の
駅

を
回
り
な
が
ら
、
券
売
機
の
設
置
状
況
や
駅
の
構

造
を
見
て
回
っ
た
。
駅
の
組
合
員
か
ら
職
場
の
問

題
点
を
説
明
し
て
も
ら
い
、
駅
に
よ
っ
て
は
駅
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
箇
所
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
松
戸
市
勤
労
会
館
に
集
合
し
、
交
流
会

を
行
い
、
回
っ
た
駅
の
状
況
を
中
心
に
、
営
業
職

場
の
問
題
点
な
ど
の
突
合
せ
を
行
っ
て
き
た
。
交

流
会
の
始
め
に
佐
藤
議
長
は
「
問
題
点
を
自
分
た

ち
の
足
で
つ
か
ん
で
い
こ
う
。
特
に
エ
ル
ダ
ー
職

場
は
い
て
も
五
年
と
い
う
場
合
が
多
く
、
問
題
点

も
ガ
マ
ン
し
て
し
ま
い
が
ち
。
労
働
組
合
が
そ
の

問
題
点
を
拾
い
切
れ
て
い
な
い
。
聞
い
て
歩
い
た

り
、
実
態
調
査
を
し
て
、
要
求
を
作
ろ
う
。
そ
れ

を
現
場
長
交
渉
・
支
社
交
渉
に
つ
な
げ
よ
う
」
な

ど
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
東
京
地
本
常
盤

教
宣
部
長
、
上
野
支
部
西
尾
教
宣
部
長
か
ら
来
賓

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
続
い
て
各
班
か
ら
回
っ
た

職
場
の
報
告
を
受
け
、
窓
口
の
廃
止
で
電
車
に
乗

っ
て
切
符
を
買
い
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
サ
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国
労
八
王
子
地
区
本
部
は
、
一
一
月
二
三
日
に

施
策
検
証
交
流
集
会
を
八
王
子
労
政
会
館
に
お
い

て
開
催
し
た
。

　

田
中
委
員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
、
事
故
の

多
発
、
整
備
不
良
、
デ
ー
タ
隠
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
を
労
働
組

合
と
し
て
見
た
時
、
分
割
民
営
化
は
避
け
て
通
れ

な
い
。
基
盤
の
弱
い
北
海
道
は
人
の
確
保
が
で
き

な
い
。
労
働
組
合
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

い
な
い
。
八
王
子
支
社
で
も
外
注
化
・
委
託
化
が

進
ん
で
い
る
。
四
〇
代
社
員
が
少
な
い
中
で
、
技

術
断
層
が
で
き
て
い
る
。
安
全
面
で
首
を
か
し
げ

る
よ
う
な
施
策
が
。
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
や

労
働
条
件
改
善
を
求
め
、
地
区
本
部
が
で
き
る
こ

と
は
地
区
本
部
が
、
分
会
で
出
来
る
こ
と
は
分
会

で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

相
模
湖
駅
分
会
か
ら
、
九
月
一
七
日
に
発
生
し

た
脱
線
事
故
当
日
の
状
況
が
報
告
さ
れ
、「
乗
客

に
一
旦
駅
の
改
札
外
へ
避
難
し
て
も
ら
っ
た
が
、

も
と
も
と
駅
長
助
役
あ
わ
せ
て
も
出
番
者
四
名
。

一
〇
両
編
成
な
の
で
時
間
が
か
か
っ
た
。
ま
だ
暑

い
夏
で
、
お
客
さ
ま
に
配
る
飲
み
物
を
調
達
に
走

っ
た
り
、
駅
じ
ゅ
う
か
ら
イ
ス
を
出
し
て
座
っ
て

も
ら
っ
た
り
大
変
だ
っ
た
。
一
七
時
頃
か
ら
相
模

湖
～
大
月
間
で
折
り
返
し
運
転
。
高
尾
～
相
模
湖

間
で
指
導
通
信
式
に
よ
る
上
り
線
を
使
っ
た
単
線

運
転
実
施
。
と
こ
ろ
が
、
社
員
も
少
な
い
駅
と
あ

っ
て
、
停
止
位
置
指
示
合
図
を
出
す
合
図
灯
も
三

つ
し
か
な
く
、
駅
構
内
連
絡
用
の
イ
ン
カ
ム
も
一

組
し
か
無
く
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
、
支
障
を
き
た

し
た
。
合
図
灯
を
高
尾
駅
か
ら
送
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
、
連
絡
に
は
携
帯
電
話
を
使
う
な
ど
し
て
急

場
を
し
の
い
だ
。
後
日
、こ
う
し
た
事
故
に
備
え
、

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
物
も
増
配
置
す
る
よ
う
申
し
入

れ
た
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
各
職
協
か
ら
報
告
が
さ
れ
、
運
車
協
議

会
車
両
分
科
か
ら
は
「
相
模
湖
脱
線
事
故
で
は
、

当
該
台
車
の
、
車
両
と
台
車
を
つ
な
ぐ
部
品
の
ボ

ル
ト
が
折
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
外
れ
、
左
右
の
バ

ラ
ン
ス
が
異
常
を
き
た
し
た
の
で
は
。
破
断
面
が

サ
ビ
も
無
く
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
、
当
日
ど
こ
か

で
折
れ
た
と
思
わ
れ
る
」、
運
車
協
議
会
車
掌
分

科
か
ら
は
「
相
模
湖
脱
線
事
故
は
、
今
年
の
Ｊ
Ｒ

東
日
本
三
大
運
転
事
故
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
ウ

ヤ
ム
ヤ
に
さ
れ
て
い
る
。
九
月
・
一
〇
月
の
青
梅

線
の
人
身
事
故
は
復
旧
ま
で
二
時
間
か
か
っ
た
。

中
小
駅
・
委
託
駅
が
多
く
、
現
場
責
任
者
を
な
か

な
か
行
か
せ
ら
れ
な
い
。
声
を
上
げ
て
い
か
な
い

と
改
善
で
き
な
い
」、
工
務
協
議
会
か
ら
は
「
人

と
カ
ネ
と
技
術
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
人
は

い
な
い
、
カ
ネ
は
削
ら
れ
る
、
技
術
断
層
が
実
態
。

人
が
足
り
ず
、
新
人
の
見
習
い
期
間
が
短
い
。
現

場
に
出
て
も
、
見
張
り
役
の
ベ
テ
ラ
ン
が
指
導
せ

ざ
る
を
得
な
く
、
列
車
待
避
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告
が
さ
れ
た
。　

　

そ
の
後
全
体
交
流
と
続
き
、
最
後
に
横
森
書
記

長
か
ら
「
安
全
・
安
定
輸
送
に
は
要
員
は
必
要
不

可
欠
だ
が
、
要
員
問
題
は
会
社
に
と
っ
て
も
生
命

線
で
あ
り
、
簡
単
に
は
要
員
は
増
え
な
い
。
こ
う

し
た
実
態
に
対
し
、
根
本
的
解
決
と
は
な
ら
な
い

ま
で
も
、
駅
で
助
勤
を
求
め
る
運
動
な
ど
、
ま
ず

劣
悪
な
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ
る
措
置
を
と
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
団
体
交
渉
で
『
要
員
が
足
り

な
い
』
と
要
求
す
る
の
も
い
い
が
、
ま
ず
は
足
元

の
職
場
か
ら
言
い
続
け
な
け
れ
ば
、
団
体
交
渉
も

生
き
な
い
。
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、
あ
れ
も

こ
れ
も
と
い
か
な
い
の
で
、
特
に
改
善
さ
せ
た
い

事
象
を
絞
っ
て
、
分
会
も
地
区
本
部
も
集
中
し
た

取
り
組
み
を
し
よ
う
」
と
ま
と
め
が
さ
れ
、
最
後

に
田
中
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
労
働
条

件
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
団
結
を

固
め
あ
い
、
集
会
は
終
了
し
た
。

　

政
府
・
与
党
が
成
立
を
目
指
す
特
定
秘
密
保
護

法
案
に
反
対
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

秘
密
保
護
法

　

一
一
・
二
一
大
集
会
」
が
一
一
月
二
一
日
に
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
か
れ
た
。
一
般
市
民
や
市

民
団
体
、
労
働
組
合
、
各
政
党
、
学
者
・
研
究
者

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
詰
め
か
け
、
国
労

東
京
地
本
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

一
万
人
以
上
が
来
場
し
、
多
く
の
人
が
会
場
に
入

り
き
れ
な
い
状
態
で
、
秘
密
保
護
法
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
海
渡
弁
護
士
が
「
今

国
会
中
の
成
立
を
絶
対
阻
止
し
、
廃
案
に
追
い
込

ん
で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
、
上
智
大
田
島
教
授

が
「
戦
前
の
治
安
維
持
法
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

稀
代
の
悪
法
。
公
務
員
も
委
縮
し
、
情
報
が
出
に

く
く
な
る
」
な
ど
と
発
言
し
た
。
そ
の
他
、
政
党

や
新
聞
労
連
、
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
な
ど
、
多

く
の
方
か
ら
反
対
の
表
明
が
さ
れ
、
終
了
後
は
国

会
議
事
堂
な
ど
へ
向
け
、
撤
回
を
求
め
て
デ
モ
行

進
を
行
っ
た
。

　

国
労
本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
の
期
末
手
当
超

低
額
回
答
を
さ
せ
ず
に
、
人
件
費
抑
制
策
を
見
直

す
よ
う
に
求
め
る
た
め
、「
一
一
・
一
一
貨
物
総
行

動
」
を
取
り
組
み
、
東
京
地
方
本
部
か
ら
も
多
く

の
組
合
員
が
参
加
し
、
国
会
要
請
と
大
衆
行
動
を

行
っ
て
き
た
。

　

一
三
時
に
新
宿
御
苑
近
く
の
花
園
西
公
園
に
集

合
し
、
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

　

院
内
集
会
の
あ
と
、
国
会
議
員
の
衆
参
国
土
交

通
委
員
へ
要
請
行
動
を
行
な
い
、
取
り
組
み
の
強

化
を
確
認
し
た
。

特
定
秘
密

保
護
法
案

〒105-0004　東京都港区新橋 5-15-5  交通ビル 3F

〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-55-1  国労東京地方本部内
〒163-0456　東京都新宿区西新宿 2-1-1  新宿三井ビル

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35 歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45 歳 55 歳 65 歳

女性

電　話
JR 電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275
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相模湖駅分会から報告


